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ることがわかる。また、 Type-lとType-2を比較す -40 
ると、 T冒 35msec の場合は静的解析と類似の分布
表-1 固有周期一覧表
軸方向次数 m = 1 m = 3 
断面方向モード次数 1次 2次 3次 1次 2次 3次
Type-l 170.3 33.4 16.2 60.1 23.3 10.9 
Type-2 178.1 36.4 16.4 54.1 24.0 11.7 




-1ぷ P↓ 1.68附IfTTn，.，.← p↓



























































Type-lに対してType-2、Type-3の場合は、それぞ Type-l Type-3 
れ0.85、0.60となることが明らかになった. 図-5 国定端部における曲げモーメシトの影響線
4.まとめ
片持式覆工を合理的に設計するための基礎資料を得ることを目的とし、片持平板型式を基本型式として自由辺部に
補棚桁を設置し、その高さを変化させた場合に関して解析を行ってきた.本論文で検討した範囲で得られた結果を整
理すると、
1)静的荷重載荷に対する最大応答倍率は、いずれの Typeとも曲げモーメシトで1.6前後の値となっている.
2)絶対応答値に関しては、補剛桁 2mを設置することにより、自由端載荷時の固定端において、幽げモーメントを
40%程度低減でき、補測桁は曲げモーメシトの低減に効果的に作用する.
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